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九 

月 

 

一
六
日 

ク
リ
ー
ン
デ
イ
Ｙ
Ｕ
Ｒ
Ｉ 

一
七
日 

柴
田
清
栄
大
人
、
柴
田
フ
チ
刀
自
年
祭

一
八
日 

北
蒲
原
分
教
会
霊
祭 

一
九
日 

北
蒲
原
分
教
会
月
次
祭 

二
二
日 

大
教
会
月
次
祭 

二
三
日 

由
利
分
教
会
霊
祭 

二
六
日 

御
本
部
月
次
祭
、
由
利
婦
人
会 

 

二
九
日 

由
利
支
部
に
を
い
が
け
デ
ー 

三
十
日 

大
教
会
役
員
会 

 

十 

月 

  
 
 

二
日 

北
蒲
原
分
教
会
年
祭 

三
日 

支
部
例
会(

岩
屋
分
教
会
、
１３
時) 

 
 

五
日
～
一
一
日 

大
祭
巡
教 

 
 

五
日 

お
願
い
づ
と
め 

 

十
三
日 

由
利
分
教
会
秋
季
大
祭 

 

立教１８５年   令和４年       １０ 月 号 

由利 

北蒲原分教会六代会長夫妻年祭 
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今

月
の
言

葉 

 
 

 
 

 
 

 

由
利
分
教
会
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

佐
々
木 

正 

明 
 

北
蒲
原
分
教
会
前
会
長
様
御
夫
妻
の
御
遺

徳
を
偲
び 

北
蒲
原
分
教
会 

鶴
巻
弘
六
代
会
長
三
十
年
祭
、
鶴
巻
百
合

子
六
代
会
長
夫
人
二
十
年
祭
執
行 

  
 

去
る
十
月
二
日
午
前
十
時
半
よ
り
上

級
北
蒲
原
分
教
会
に
お
い
て
、
鶴
巻
弘
六

代
会
長
三
十
年
祭
、
鶴
巻
百
合
子
六
代
会

長
夫
人
二
十
年
祭
が
、
近
藤
洋
雄
北
洋
大

教
会
長
様
祭
主
の
元
盛
大
に
執
行
さ
れ
ま

し
た
。 

 
 

同
年
祭
は
、
本
来
な
ら
ば
二
年
前
に

執
行
す
る
予
定
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
と

い
う
事
で
、
二
年
延
期
し
て
こ
の
度
の
年

祭
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
同
年
祭
に
は
、

由
利
部
内
か
ら
も
ほ
と
ん
ど
の
会
長
さ
ん

方
が
出
席
さ
れ
て
、
同
前
会
長
様
御
夫
妻

の
御
遺
徳
を
偲
び
参
拝
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。 

 
 

取
り
分
け
百
合
子
夫
人
は
、
当
由
利

分
教
会
出
身
で
、
正
則
前
会
長
さ
ん
の
お

姉
さ
ん
で
す
が
、
新
潟
で
最
初
の
旦
那
さ

ん
が
戦
争
に
従
軍
さ
れ
、
そ
れ
が
元
と
な

っ
て
死
に
別
れ
る
と
い
う
紆
余
曲
折
の
日

が
あ
り
、
娘
を
遠
く
に
嫁
が
せ
た
キ
ク
前

会
長
、
又
弟
の
正
則
前
会
長
の
当
時
の
心

痛
は
計
り
知
れ
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
事
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
百
合
子
夫
人

は
や
が
て
再
婚
さ
れ
、
そ
の
よ
う
な
苦
難

に
屈
す
る
事
な
く
、
見
事
に
六
代
会
長
夫

人
と
し
て
の
つ
と
め
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

両
御
霊
様
の
御
功
績
を
心
よ
り
お
偲

び
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。 

 

先
人
の
御
遺
徳
を
忍
び 

教
会
秋
季
御
霊
祭
執
行 

    

以
前
に
も
お
伝
え
し
た
事
が
あ
り
ま
す

の
で
、
重
ね
て
申
し
上
げ
る
事
に
な
り
ま

す
が
、
当
時
教
会
で
は
三
年
前
ま
で
春
秋

の
御
霊
祭
は
、
い
つ
も
お
彼
岸
の
頃
の
朝

づ
と
め
の
後
に
御
霊
祭
の
式
典
を
つ
と
め

て
お
り
ま
し
た
。 

     

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
形
で
は
一
部 

の
方
々
し
か
ご
参
拝
頂
け
な
い
状
況
で
し

た
の
で
、
秋
だ
け
は
お
彼
岸
に
近
い
日
曜

日
か
祝
日
の
午
前
十
時
よ
り
式
典
を
す
る

事
に
致
し
ま
し
た
。 

  
  

そ
う
い
う
事
か
ら
、
こ
の
度
は
九
月

二
十
三
日
午
前 

十
時
よ
り
秋
季 

御
霊
祭
を
執
行 

さ
せ
て
頂
き
ま 

し
た
。
こ
の
日 

は
丁
度
都
合
の 

つ
か
な
い
人
も 

結
構
お
ら
れ
、 

前
回
よ
り
も
少 

人
数
で
し
た
が
、 

そ
れ
で
も
会
長
さ
ん
祭
主
の
元
、
し
っ
か

り
と
秋
季
御
霊
祭
を
つ
と
め
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。 

 本
條
分
教
会
の
会
長
さ
ん 

当
教
会
の
剪
定
に
ご
来
会 

 

先
月
十
五
日
～
十
七
日
に
か
け
、
は
る
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ば
る
新
潟
よ
り
本
條
分
教
会
の
会
長
さ
ん

が
剪
定
に
お
越
し
下
さ
い
ま
し
た
。 

二
、
三
年
伸 

び
き
っ
た
松
を 

は
じ
め
、
電
線 

近
く
ま
で
伸
び 

た
イ
チ
ョ
ウ
な 

ど
教
会
の
木
々 

を
本
当
に
キ
レ 

イ
に
し
て
頂
き 

ま
し
た
。 

お
忙
し
い
中
、
駆
け
付
け
て
頂
い
た
会

長
さ
ん
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
今
年
だ
け
で
は
、
松
が
良
い
形
に
な

ら
な
い
と
の
こ
と
で
、
来
年
も
来
て
頂
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

伏
せ
込
み
を
大
切
に 

佐
々
木
由
正
さ
ん
ひ
の
き
し
ん
隊
入
隊 

 

去
る
九
月
十
八
日
か
ら
二
十
七
日
に
か

け
て
当
教
会
の
佐
々
木
由
正
さ
ん
が
青
年

会
ひ
の
き
し
ん
隊
の
一
員
と
し
て
お
ぢ
ば

に
伏
せ
込
ま
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

旧
海
外
部
の
建
物
の
解
体
ひ
の
き
し
ん

や
、
詰
所
の
各
部
屋
の
エ
ア
コ
ン
フ
ィ
ル

タ
ー
や
す
の
こ
下
の
掃
除
な
ど
を
さ
せ
て

頂
き
、
充
実
し
た
期
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

 

コ
ロ
ナ
に
負
け
ず 

由
利
支
部
に
を
い
が
け
デ
ー
実
施 

 

九
月
二
十 

九
日
午
前
九 

時
半
よ
り
、 

由
利
分
教
会 

を
会
場
と
し
、 

教
会
周
辺
の 

に
を
い
が
け 

を
さ
せ
て
頂 

き
ま
し
た
。 

御
門
の
交 

差
点
ま
で
参
加
者
全
員
で
神
奈
流
し
を
お

こ
な
い
、
そ
の
後
路
傍
講
演
、
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
配
り
を
そ
れ
ぞ
れ
お
こ
な
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
教
会
神
殿
で
反
省
会
を
兼
ね
て

茶
話
会
を
し
ま
し
た
。
暑
い
中
、
大
変
お

疲
れ
様
で
し
た
。 

  

こ
れ
か
ら
の
行
事 

 

秋
田
教
区
少
年
会
主
催 

わ
か
ぎ
の
集
い
＆
お
つ
と
め
総
会 

〇
わ
か
ぎ
の
集
い 

 

十
一
月
二
日(

水)

午
後
七
時 

〇
お
つ
と
め
総
会 

 

十
一
月
三
日(

木
、
祝)

 

午
前
十
時
～
十
二
時
頃
解
散 

参
加
費 

無
料 

参
加
で
き
る
方
は
佐
々
木
由
正
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。 

※
三
日
当
日
に
由
利
分
教
会
か
ら
車
が
出

ま
す(

無
料)

。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。 

 

第
三
十
回 

御
本
部
女
子
青
年
大
会 

 
 日

時 

十
一
月
二
十
五
日
～
二
十
七
日 

参
加
御
供 

１
万
３
千
円 

(

新
潟
か
ら
の
交
通
費
、
詰
所
費
含
む)

 

※
由
利
分
教
会
か
ら
新
潟
行
の
車
が
出
ま

す(

乗
車
御
供 

千
円)

。
参
加
で
き
る

方
、
詳
細
に
つ
い
て
は
佐
々
木
良
美
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 
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胡

弓 

三

味

線 

琴 

小

鼓 

す

り

が

ね 

太

鼓 

拍

子

木 

チ
ャ
ン
ポ
ン 

笛 

地
方
（
副
） 

地
方
（
主
） 

て お ど り  
会 

 
 

長 

祭 

主 

小 

川 

道 

子 

小 

松 

敬 

子 

木 

内 

教 

子 

亀 
 

田 
 

町 

東 

滝 

沢 (

前) 

佐
々
木 

由 

正 

由 
 

利 
 

道 

仁 
 

賀 
 

保 

東 
 

滝 
 

沢 

利 
 

翔 
 

布 

雄 
 

物 
 

川 

由 

利 
東 

布 

上 
 

之 
 

浜 

会 
 
 
 
 

長 
会 

長 

夫 

人 

矢 
 

島 
 

町 

小 

林 

理
英
子 

坐
り
づ
と
め 

東 
 

滝 
 

沢 
 

 

亀 
 

田 
 

町 

扈 
 
 

者 

豊 

島 

末 

子 

佐
々
木 

良 

美 

中 

村 

柳 

子 

斎 

藤 

清 

一 

桑 
 

原 
 

廣 

佐
々
木 

由 
明 

豊 
 

島 
 

優 

齋 
藤 

賢 

爾 

利 
 

翔 
 

布 
佐
々
木 

義 

實 
由 

 

利 
 

道 

雄 
 

物 
 

川 

東 
 

滝 
 

沢 

亀 
 

田 
 

町 

佐
々
木 

め
ぐ
み 

伊 

藤 

奈
律
子 

松 

田 

理 

奈 

前 
 
 

半 

豊 

島 

栄 

二 

斎 

藤 

清 

一 

賛 
 
 

者 

佐
々
木 

素 
子 

豊 
 

島 
 

舞 

小 
川 

貴
美
子 

小 
 

川 
 

心 
伊 

藤 

一 

男 
中 

村 

喜 

正 

小 

野 

繁 

樹 

佐
々
木 

義 

實 

佐
々
木 

由 

明 

豊 

島 

栄 

二 

由 

利 

東 

布 

豊 

島 
 
 

優 

利 
 

翔 
 

布 

佐
々
木 

由 

正 

小 

川 

昭 

子 

齋 

藤 

美
和
子 

豊 

島 

絢 

子 

後 
 
 

半 

由 
 

利 
 

道 

指 

図 

方 
 

 
 

部

内

だ
よ
り 
 

矢
島
町
分
教
会 

 
 

矢
島
の
大
祭
に
、
矢
浪
布
教
所
さ
ん
が
、
三
味
線
を

持
っ
て
元
気
付
け
に
来
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
有
り
難

い
で
す
。 

 

由
利
道
分
教
会 

 

清
野
美
保
さ
ん
が
、
子
育
て
講
座
の
講
演
講
師
、
資

格
を
取
得
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。 

１１月祭典役割表       神殿講話 利の宮分教会長 

 

開
扉
・
献
饌
の
男
子
の
方
は
十
時
ま
で
、
女
子
の
方
は
、
十
時
二
十
分
ま
で
お
つ
と

め
着
を
着
用
し
、
神
殿
に
ご
集
合
下
さ
い
。 
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